
校長 和田 哲也
美しい徳之島の夏がやってきました。大きなけがや事故なく，教師・児童共に元気

に夏休みを迎えられますことが何よりです。これも保護者・地域の皆様の御理解と

御協力のお陰と感謝申し上げます。

75日間の長い１学期，すべてが順調だった訳ではありませんが，児童・教師が一

体となって一つ一つの学習活動や行事等に全力で取り組んでくれました。

1学期は交通教室や，駆け込み訓練，避難訓練，ハブ教室などの安全に関わる学習

活動が続きました。それぞれの目的は違っても同じような活動が何回か繰り返され

ると，人間は油断して真剣さがなくなってしまいがちです。真剣に取り組めていな

かったときに限って実際に危険なことが起こってしまい，訓練していたことが十分

に発揮されなかったという話を耳にすることがあります。でも，山小学校の子供た

ちはどんなときも真剣です。もし，危険な目にあっても，訓練等で身に付けた危険

を回避する学習を生かせるのではないかと考えております。そういった力を身に付

けることが，危険そのものを回避することにもつながるのではないかと思います。

予定通りに実施できずに残念だったことは5・6年生が参加する予定であった５月

下旬～6月上旬の5校合同修学旅行です。悪天候（台風接近）のため，9月下旬に延

期になってしまいました。二人共楽しみにしていたようですので，大変不憫な思い

がしました。9月には実施できるよう，天に祈りたいと思います。

明日から42日間の長い夏休みに入ります。習い事やスポーツ少年団活動等はある

かと思いますが，普段よりは自由に使える時間が増えると思います。時間を有効に
使って「徳之島の夏休みだからこそできる体験」をたくさんして欲しいと思います。

【地震・津波避難訓練】教室から校庭へ 第２校庭から里公民館へ

徳之島町立山小学校 学校だより（Ｒ５年７月20日発行） 【キャッチフレーズ】

山小学校のＳＵＮ・山・サン運動
SUN(太陽)のような明るい笑顔 山（やま）登りのように前進する目標 山（サン）キューという感謝の心

総合的な学習の時間に，川の生き物観察を行いま
した。今年も手々の川口さんに講師としてきていた
だき，小学校近くの港川に手作りの罠を仕掛けまし
た。その際，うなぎや魚が見られたので，どんな生
き物がとれるか楽しみでした。
１週間後，仕掛けを回収しに行くと，その中には，

テナガエビが約20匹，モズクガニが１匹，ハゼが１
匹入っていました。その他に，ウナギやカワセミな
ど，きれいな環境にすむ動物も見ることができまし
た。
このような活動を通して，山の自然環境について

改めて深く考えることができました。

【心肺蘇生法実技訓練】
７月７日（金）に

学校保健委員会で心
肺蘇生法訓練を実施
しました。家庭教育
学級も兼ねているた
め，山中学校の保護
者と先生方にも御参
加いただきました。
まず，徳之島地区消防組合本署の方に講話をし

ていただき，その後，実技訓練を行いました。
暑い時期になり，水の事故や熱中症等が心配され

ます。いざという時に行動できるよう，繰り返し学
んでいきたいものです。

【事故のない夏休みを！】
いよいよ長い長い夏休みに入ります。けがや事故

のなく安全に過ごしていただきたいと思います。

７／６にＰＴＡ危険箇所点検を行い，「校区内安

全マップ」を再検討しました。各御家庭において「夏

休みの生活のしおり」と併せて御確認ください。

【８月行事予定】
１４日（月）
１５日（火） 学校閉庁日
１６日（水）
２０日（日） 幼小中地域合同奉仕作業（山中）
２１日（月） 出校日
２３日（水） 第１回運動会役員会（山小）
２７日（日） 幼小中地域合同奉仕作業予備日

※ 今年度，８月１日の出校日はありません。
※ ８月14日（月）・15日（火）・16日（水）の３日間
は，町内全ての小中学校において，学校閉庁日とな
ります。この期間は，勤務する職員はおりませんの
で御注意ください。

南日本新聞の「若い目賞」を受賞しました。今後

も取組を続けていきたいと思います。

【夏休みだからこそできる学習の例】
１ 自分で計画を立て，スケジュールどおりに生活する(これが最重要)。

２ 本をたくさん読んで，読書感想文や作文にチャレンジする。

３ 家族の一員として何か一つ役割を果たし，団らんの時間をもつ。

４ 夏休みの課題帳は完全に終わらせ，1学期学習した漢字，計算は

完璧にマスターしておく。

５ 普段できない学習（理科・社会科自由研究，作品募集のある図画

工作等）に取り組む。


